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正しいのはどれとどれ？ 
A: 日本の人口は明治維新のころ3千万人。第二次 

大戦までに１億人へと３倍以上の伸びを示した。 
戦後はそこから３割弱の増加にとどまっている。 

B: 少子化が進んで、「失われた10年」といわれる90年 
代には毎年の出生者数が２割も減り、これが原因で 
年金の破綻が懸念される。 

C: 2000年(5年前)の国勢調査と2020年(15年後) 
の政府予測値を比べると、わが国の総人口は２割 
減るのに、70歳以上人口はほとんど減らないと 
予測されており、深刻な高齢化が進む。 

D: 工場の海外流出で、日本製品の輸出は減りつつある。 
中国との貿易では日本の方が赤字になってしまった。
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東アジア全域で進む出生率低下 

• 日本 1.29 （東京都1.00、最低は渋谷区の0.76） 

• 台湾 1.24 
• シンガポール 1.20 
• 韓国 1.17 
• 香港 0.94 
• 上海 0.7 （中国人口問題専門家よりの聞き書き） 

• 中国全体 1.3～1.8（NYタイムズ記事にあった推定値） 

※儒教の影響で男尊女卑傾向が強いほど､出生率が低く、しかも 
男児ばかりを生もうとする傾向がある(中国では118:100)
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構造的な20-59歳人口減少の帰結 

・ 少なくとも今後半世紀、わが国の20-59歳人口は構造的に 
減少を続ける。就業者数もこれに連動して減少していく。 

・20-59歳人口減少は10年で700万人というようなペース 
であり､これを移民受入れやいまさらの出生者数増加努力で 
補うのは不可能 

・ 就業者数減少は、人手不足→失業率低下/機械化･情報化 
投資増加と、生産性向上→企業収益向上をもたらすので、 
数字上の「景気」を年々改善させる 

・しかし就業者数の減少＝可処分所得の減少であり､多くの商 
品の消費は年々冷え込む → 小売販売額低下は止まらない 

・ 主として20-59歳にしか消費されない商品の需要も減少を 
続ける (戸建住宅･ﾌｧﾐﾘｰｶｰ･ｵﾌｨｽ･通勤定期･職場旅行･結婚式…)
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第二次大戦の愚を繰り返す日本 
帰納(実情報のﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ)ができない結果の惰性的失敗 

1905 1941 1945 

日本海海戦勝利 

(大艦巨砲主義の 
一つの到達点) 

戦艦大和 
建造開始 

真珠湾攻撃成功 

(大艦巨砲主義 
時代の終わりを 
身をもって示す) 

戦艦武蔵 
建造開始 

(貴重な鉄と 
人材の､時 
代遅れ分野 
への投入) 

敗戦 

日本海軍 
全艦壊滅 

60年代 90年代 2000年代 

高度成長到来 

(→モノ大量生産 
技術の研鑽･終身 
雇用制･巨大都市 
東京への資源集 
中･内需拡大) 

頂点と 
しての 
バブル 
経済 

生産年齢人口減少 

アジア中枢機能が 
東京から流出 

モノ量産は中国が 
世界の主役に 

所得黒字･サービス 
赤字が拡大 

｢都市再生｣ 
と称する 
過剰床供給 

2003･2006･ 
2010年問題 
などの連鎖(?) 

東京の凋落(?) 

内需の長期的 
減退(?) 

輸出依存の 
量産継続･ 
旧来型内需 
刺激策継続
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頭さえ白紙に戻せれば対処可能 
出生増加： 「男性の育児分担は当たり前」に戻す 

人間は男女共同で働き子育てする生物 (人口激増への対処で近時分業していただけ) 

→ 江戸時代以前の農民のように､男性も子育てという重労働を分担するよう戻せ 

労働力確保： 移民受入の前に女性と高齢者を活用 
女性就労率の2割上昇で労働力は1千万人以上増える / 元気な高齢者の活用も当然 

→ 女性就労率が3→7割上昇し出生率が0.5ポイントも上がったオランダに学べ！ 

福祉・年金：同じ世代の貯金での互助で問題消滅 
年金不安は､減り行く年下世代に高齢者を養わせるという「賦課方式」の産物 

→ 年金福祉の費用を生年別に分割･完結させれば、日本人は全員左団扇になれる 

諸産業： 安価大量生産販売→高価少量生産販売へ 
貯蓄を消費に回させるには､規格品の安価大量生産販売にオサラバすることが不可欠 

→ 高度成長で感覚が狂ってしまった高齢経営者の世代交代こそ最重点の課題 

まちづくり： 土地減反 (開発停止/市街地再集中) 
日本人一人当たりの土地面積は年々増える → 地価は暴落､ｲﾝﾌﾗ維持管理ｺｽﾄは爆発 

この事態を避けるには､土地亡者どもを切り捨てる政策大転換が必要




